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＜タイトル＞ 

「思い切って棚をつぶす！」 

 
＜本文＞  

 少し乱暴なタイトルになってしまったが、改善は時には思い切った行動、突破力が必

要になる。 

今回は、保管棚やラックの功罪について触れていきたい。 

 倉庫や在庫型センターでの棚・ラックの使用方法は、その現場の運営に大きな影響を

与えていることは周知の事実である。 

棚・ラックは保管効率を上げるために不可欠なマテハンだが、過剰な導入・設置を行う

と、今度は作業効率を下げてしまう代物でもある。 

 棚・ラックを減らすことで作業効率を上げた例を見てみよう。 

最も多く用いられ、読者の皆さんも経験があると思われるのが、倉庫出入口付近または

エレベーター付近の棚・ラックを撤去し、入・出庫スペース、フリーロケーション、仮

置きスペース、仕分けスペースの確保を行うケース。 

安全性という点からも、リフトの振り回しスペースや通路の確保は大切である。 

 先日訪れたある現場では、１フロアの面積が広く、棚設置が同様に長くなっていた。

この現場では改善に改善を重ね、トータルピッキングからオーダーピッキングへ、また

相互通行ロケーションから一方通行によるＺ（ゼット）ピッキングへと改善を続け、改

善前と比較すると生産性を１.６倍にまで引き上げていた。 

しかし、先述のロケーション、通路の長さが、戻り作業や仮ロケへの移動など本来発生

させてはならないイレギュラー業務というムダを発生させていることがわかった。 

 我々はこの課題を直視し、改善に着手。中間地点に新たに通路を設置した。 

一部では旧型のアンカーボルト打ち込み式の棚であったため、撤去は避けるべきとの反

対意見もあったが、リフトは通れないがヒトは通れる１.８ｍの高さに設定し、２段分の

棚板と柱の切断工事を行い通路を確保した。 

結果、シミュレーション以上の効果があり、生産性が２７.６％向上した。 

思い切ってマテハンを撤去する事で得られるメリットが大きい場合もしばしばあるもの

である。 


